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連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

2024 年 ５ 月 14 日に公表した 2025 年３月期通期（2024 年４月 1 日～2025 年３月 31 日）の連結業

績及び配当予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１. 連結業績予想について 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 
百万円 

6,170 

百万円 

820 

百万円 

825 

百万円 

460 

円 銭 

82.42 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 5,850 400 440 50 8.94 

増 減 額 （ B - A ） △320 △420 △385 △410 - 

増 減 率 （ ％ ） △5.2 △51.2 △46.7 △89.1 - 

（ご参考） 

前期実績（2024 年３月期） 
5,221 722 755 447 82.92 

 
【修正の理由】 

当連結会計年度においては、新卒を軸としたコンサルタント採用数の拡大、及び来店型保険ショップの

M＆A による営業組織の拡大を図っておりますが、投資回収のスピードが想定よりも遅れている状況です。

また円安基調や米国債（10 年債）金利の高止まりなどの外部環境に起因し、生命保険の販売環境が期初想

定からやや異なる様相を呈しております。詳細は次のとおりです。 
 
① 生命保険手数料の軟調 

 前期より新卒コンサルタントの採用を 40 名規模まで拡大している中で、生産性の高位平準化に

向けた教育に想定よりも多くの時間・負荷を要しております。また、旧セブン・保険ショップ

（現マネプロショップ）については、成約率及び単価は堅調な一方で新規来店者数が減少してお

り、加えて事業譲受時に移管された契約からの継続手数料が当初想定よりも少ない状況が続いて

おります。 
 このように前期から継続して営業組織の拡大を図る中で、想定していた収益性を確保できていな



い状況です。 
 このほか、円安基調や米国 10 年債の金利情勢などを背景に、生命保険の販売環境が期初想定から

やや異なる様相を呈していることも売上高並びに営業利益の下押し要因として影響いたしました。 
 

② 旧セブン・保険ショップの事業譲受に係る減損処理の発生 
前述のとおり、マネプロショップ（旧セブン・保険ショップ）の事業環境は引き続き厳しい見通し

であり、特に新規来店者数の軟調傾向は来期も変わらないものと予測しております。以上を背景に、

今後のショップ事業の見通しを基準に減損処理がなされる見通しですが、特別損失として計上する金

額等については監査法人と協議しながら精査中であります。 
 
以上を背景とし、この度の修正に至りました。 

 

 

２. 期末配当予想について 

 

年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（2024 年５月 14 日公表） 
 80 円 80 円 

今 回 修 正 予 想  42 円 42 円 

当 期 実 績 ０円   

前 期 実 績 

（ 2 0 2 4 年 ３ 月 期 ） 
０円 

40 円 

（普通配当 26 円） 

（記念配当 14 円） 

40 円 

（普通配当 26 円） 

（記念配当 14 円） 

 

【修正の理由】 

当社では、中長期的な企業価値向上と株主への適切な利益還元の双方を図ることを重要な経営課題とし

て認識しております。企業価値向上に向けた成長投資については、事業成長を最優先としつつ、資本効率

性を勘案した資本政策も念頭に置きながら実施する一方で、利益配分につきましては弾力的に実施するこ

とを基本方針としております。 

以上の方針のもと、2024年３月５日に公表した中期経営計画の中でも言及しておりますとおり、2025年３

月期から2027年３月期までの３期間は配当性向100％を目指しております。 

このような中、当期については上記の通りの業績見通しとなる見込みではありますが、当社グループの事

業特性上バランスシートへの投資機会は一定程度に制限されており、また足下の財務健全性を検証した結

果、株主の皆様への利益還元については十分に実施し得ると判断いたしました。 

以上を踏まえ、当初予想からは減少するものの、前期から２円増配（普通配当としては14円増配）し、１

株あたり配当金42円を予定しております。 

なお、今後につきましても事業成長に向けた投資と積極的な利益還元の両立という基本方針に変更はご

ざいません。当期に顕在化した事業課題を受け、特に来期については主力事業であるフィナンシャルパート

ナー事業の効率性向上、利益率の改善を主要な投資テーマに据えてまいりますが、来期以降の増配を引き続

き目指しながら、事業運営の改善を図ってまいります。 



３. 補足  

今回の連結業績予想及び配当予想の修正に関し、代表取締役社長 伊藤 清による説明動画をご用意い

たしました。詳細は下記リンクからご覧ください。 

 

https://youtu.be/2dWBiNaazb4 

 

（注）上記の業績予想は当社が現時点で入手可能な情報から得た判断に基づく将来の予想であり、当社としてその実現を 

約束するものではありません。実際の業績は、今後の様々な要因により、予想数値とは異なる場合があります。 

 

 

以 上 


